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１,感染症に対する予防接種

の推奨について 

 

 

【質問趣旨】 

世界中に新型コロナウイル

スが蔓延して、すでに 3 年が

経過し、いまだに終息の兆し

が見えないのが現状です。そ

のような中、いくつかのワク

チンも開発され、効果も確認

され、国民にも予防接種の必

要性が広く認知されていると

ころです。新型コロナのみな

らずその他の感染症に対して

も予防接種は「個人を守る」

「流行を抑え集団や社会を守

る」「予防接種を受けられない

人を守る」などの大きなメリ

ットがある。病気になってか

ら治療するのではなく病気を

未然に防ぐ効果もあります。 

 

 

 

 

 

 

（１）新型コロナワクチンの

接種状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現在、第７波が急速に感染拡大しているが、これは感染力の高い変異株 BA.5 に

置き換わったことや、３回目以降のワクチンの接種率が低下したことが要因の一

つとしてあげられる。本市においても特に若い世代を中心に接種率が低下してい

るが、この現状をどのように捉えるか。 

 

 

② 感染が拡大する中、ワクチン接種は「感染のリスクを減らすため」「感染した時

に症状を軽く済ませるため」「周りの人にうつさないため」にも有効な手段と考

え、３回目、４回目以降の、接種率の向上を目指す必要があるが、本市の取り組

みを伺う。 

 

 

③ ワクチン接種を推奨する中で、特に若い世代においては感染のリスクよりも副反

応のリスクの方が心配され、接種率低下の一つの原因と考えられる、ワクチンの

メリットとデメリットをしっかりと理解していただいたうえで、接種の必要性を

伝えていく必要があると考えるが、どのように周知していくのか伺う。 

 

 

④ ワクチン接種にあたり集団接種会場、個別医療機関の予約が取りづらくなってい

たため、追加の予約枠も設定されたが現在の予約状況を伺う。 
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そこで、本市としても感染

症の蔓延防止、市民の健康維

持のためにも、積極的に予防

接種を推奨していくべきであ

ると考え、見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）定期接種について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ オミクロン株に対応したワクチンも 10 月以降に開始されるがワクチンの確保、

および接種の体制を伺う。 

 

 

① 定期接種は国が予防接種を推奨し、法律に基づいて市区町村が主体となって実施

するものである。接種状況をみると低年齢期に接種するものに関しては、比較的

接種率は高い。しかし高齢者等肺炎球菌ワクチンなどは、高齢者の肺炎での死亡

率が高いことから、積極的な接種が推奨されているにも関わらず、令和 3年では

15％以下と低い接種率を示しているが、どのように捉えるか。 

 

 

② 子宮頸がんワクチンの接種は、平成 25 年 4 月から定期接種となったが同年 6 月

には厚生労働省から勧奨を差し控えるよう勧告があったため、積極的な勧奨が差

し控えられてきた。しかし、令和 3 年 11 月には改めて HPV ワクチンの安全性に

ついて特段の懸念が認められないことが確認され、有効性がリスクを明らかに上

回ることが認められたことから、積極的な勧奨が再開された。本市においても、

3 回目の接種者が、再開前の令和元年 0.9%に対し、再開後の令和 3 年では 7.0%

と接種率も向上している。今後、さらなる接種率の向上に向けて、どのように取

り組んでいくか伺う。 
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（３）任意接種について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 令和 3 年 12 月 28日付けの厚生労働省の通知により、HPV ワクチンの積極的な勧

奨の差控えにより接種機会を逃した方に対して、公平な接種機会を確保する観点

から、積極的な勧奨を差し控えている間に定期接種の対象であった平成 9年度生

まれから平成 17 年度生まれまでの女子を対象に、キャッチアップ接種を行って

いるが、接種者の状況を伺う。 

 

 

④ 現在、対象年齢者およびキャッチアップ接種対象者以外は自費での接種となって

いる。勧奨が再開された後の対象年齢以外の接種希望者の現状を伺う。 

 

 

 

⑤ 子宮頸がんを予防するには、対象年齢でワクチンを接種し、20歳になったら検診

を受けるという一連の流れが非常に重要になってくるが、接種後の検診の受診状

況を伺う。 

 

 

① 任意接種は定期接種以外のワクチンで、接種した方がいいと個人が判断した時に

接種するものであるが、特に帯状疱疹、高齢者肺炎球菌などの予防接種が推奨さ

れている。高齢者肺炎球菌は本市においては定期接種になっているが、帯状疱疹

のワクチンは任意接種である。帯状疱疹ワクチンの接種状況は市の方で把握して

いるか伺う。 
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② 帯状疱疹は水ぶくれなど、痛みを伴う発疹があらわれる病気で、頭部や顔面に出

ると目や耳の神経に障害が出る。重症化すると視力低下や顔面神経痛など重い後

遺症が残ったり、治まった後も長期にわたり痛みが残ることもあり、帯状疱疹神

経痛（PHN）と言われている。特に 50歳代から発症しやすく 80歳までに 3人に 1

人が発症すると言われており約 2割が PHNになると言われている重大な疾病であ

る。任意接種ではあるが積極的に推奨していくべきと考えるが、本市の見解を伺

う。 

 

 

③ 帯状疱疹の発症予防にはワクチン接種が効果的であると考えるが、生ワクチン 1

回接種で、予防効果 50～60％、持続効果が 5年程度、料金は 1回で 8,000円程度、

不活化ワクチン 2回接種で、予防効果 90％以上、持続効果が 9年以上、料金は 1

回 22,000円程度×2の、約 44000円といずれも高額となっており、接種の大きな

障害となっているが、この現状をどのように捉えるか。 

 

 

④ 一部の自治体では帯状疱疹ワクチン接種に対して、助成を行っているところもあ

り、本市においても助成を行って行くべきであると考えるが見解を伺う。 
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⑤ 予防接種は「個人を守る」「流行を抑え集団や社会を守る」「予防接種を受けられ

ない人を守る」「次世代の健康を守る」「感染症の根絶・排除」が目的であり、メ

リットでもある。一方で、どうしてもゼロにできない副反応というデメリットも

ある。メリット、デメリットのバランスを考え、メリットがデメリットを大きく

上回るものは積極的に推奨していく必要があると考える。健康被害の大きな感染

症は、個人だけが注意するのではなく、社会や集団で予防するものであり、でき

る限りの補助をしていく必要があると考えるが、本市の見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


